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令和 4 年度 久佐まちづくりセンターの主な取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

  

●事業の概要 

参加したサロン団体 

☆東下久佐サロン（5/24  6 名参加） 

☆下久佐サロン（7/7  5 名参加） 

☆山根原サロン（10/27  6 名参加） 

 

事業名 

●事業実施に至った背景、目的 

  久佐地区の課題である『免許返納後も安心して住める地域づくり』。まずは現在の移動手段の

一つである「かなぎふれあい号」を体験し知ることから、自分事として考える事を目的に始め

た。「運転する人もしない人も体験してみよう！」を合言葉にサロン団体を中心に実施した。 

●事業を実施するまでの過程(関係機関との打ち合わせ等) 

  サロンリーダーに取組の目的を伝え、市や社会福祉協議会と連携しながら内容を協議した。 

    サロンリーダー……町内の皆さんへの周知・声かけ 

    市の担当者…………敬老乗車券の使い方・バス運転手への連絡 

    社協担当者…………他地区の事例を聞きながら、当日の内容を協議 

  

 

 ●令和 5 年度以降の方向性 

  今後もこういった取組を続けていきなが

ら、話し合う事が大切だと思う。まだ体験し

ていない『あいのりタクシー』の制度もある

が、知らない方がほとんどです。まずは知っ

てもらう事！体験してもらう事！いろんな

制度をみんなで共有していきたい。 

 

 ●事業実施後の振り返り 

  体験された方に予約型タクシーを知って

もらう事ができた。みんなで意見交換し、

移動手段についての現状や今後について話

し合う事ができて良かった。本当に困って

おられる方はごく一部だが、将来への不安

はとても大きいと感じた。 
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予約型乗合タクシー『かなぎふれあい号』体験ツアー 
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【事前調整】 

サロンリーダー

が住民へ声か

け。日程調整・

タクシー予約 

 

【当日の内容】 

〇かなぎふれあい号の乗車体験 

（敬老乗車券の利用） 

〇社協で交流、意見交換 

〇キヌヤで買い物 

※当日はセンター職員が引率 

 


